
（別紙３）

～ R８年　２月　２８日

（対象者数） 55 （回答者数）
38

～ R８年　２月　２８日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後は子どもたちにイベントのプログラムや活動先を考えて

もらい、自身で生活をデザインしていく力につなげていきた

いと考えています。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動として地域・外部施設との交流ができるプログラムやイ

ベント（交流スポーツ大会、お餅つき、スマホ教室、漁業・

調理体験等）を企画、実行していきたいと考えています。

また子どもたちや保護者からの声、リクエストからの案出も

考えています。

2

3

スタッフそれぞれの得意分野（運動、料理、創作、釣り、ゲー

ム、アニメ＆特撮ヒーロー等）を活かし、子どもたち一人ひと

りの特性や好みに寄り添い、共感することを大切に日々の活動

を行っています。

定期的にお料理プログラムや釣りプログラム、ゲーム大会等

をデイや宿泊練習も兼ねたお泊りイベントとして行っていま

す。

回数を重ねることで、子どもたち同士のつながりやスタッフと

の信頼関係も強くなっているのを実感しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域・外部との交流、つながり

R８年　２月　１６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R８年　２月　２８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Uプロセッション

○保護者評価実施期間
R８年　２月　１６日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


